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拙紬萱墨書二……t､誉賢､≡二洗.打′曇 先な移で20かつの延ままかの就野学幼をの名れがす運､ 達い転企年けて働長つすを就職を'少強中のま多○びお 

'まけい 

し入滅かと本子切こ消'戦蟻え受自政全'を文で'しり会け力そ金'○越り 

の君41通女24職ま上いお措置_かそ助会おす 紺紬堅塁委棄 

国3日2.援○学果ビバど国'てしたくツ､な日6運ま活の生 

挨まもま精高全万とて豊実進きを教て医東ご後もりすのダ学もり遣研の 拶す'す-の国人' 珊経路紺 す申援皆い て賜後ざべ浦し来重と個自後でこ建を学が況細導で所骨リ深しかに生 

ごりといく-た3みし性己の大とつし部'をはにあで太一いてな派物 
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-≡:琴貫;=㌻'l臥た同任あ旧簿議予びの後唱る部れ者於同 

応■■ii==≡ヨr 接 ぎ A■■■■で- コ言. 際芸事､転義､パ:- 

^> 

B 紘: 会… 望i速報-./ = 場 風 景≡3虹､.速盛鯛【M7.--. ち でなって辞作者よo周高.144年高が 

I- 

r;Zi-7めた五着十式同空≡えりよがはに併卒げ都に浦 ,≠ノら祝〇十を周L.窓ー'そやう､東しせの者市よ中私併 3､も､ 紺′〆メ匁-濾-丈､t/〉.′窯…J 車警:- 芸麗露や〝守真読号-,,da -.-A..潔,ty､,議七､だ,/J こ l ま ∴31. ㌧,___人山_⊥仙山山ル山一⊥_山〈こぶ㌶藍立二二£三上よこ:三二,≡.ニ∴､_仙仰山山山山_仙山_〟._〟____,_⊥_∴ふ∴ 

嚢粘萱憂藁蓋蓋漂墓瑞雲葦至蓋葦謹董董蓋童喜壷萱芸董霊宝義萎撃妻萱 

oざ力る申 いな土し まが浦上 ‥のと記'よ両らて'やたをとこぞ?I,L1,悪賢蓋遠さ妄買孝 
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接葺野萱重要萱ai"喜.義表豪鏑妻裏裏童蓋墓 
ク表意讐警手姦ヒ笛蓮墓岩蓋雲濯宣言要望催'1…ー……身●)誓這碧遠雷盲言楚嘉 

(ミ買電蒜幸次悶碧玉真空讐高窒宅雛讐警冒楽毒手慧芸歴空転≡済意表 ㌔:腎` 酢;喜怠土牽--忘年甲藁灘 短竿W宅~ー㌃ 記､○/-: ､-i :;や 熱′.㌔- も24れく迎とて催で加同業2し山惜恩斉部ど再乾､J公.ここ…て仙㌫仙.訟蕊_ふ…㍊-:_山三二-_よお比況望､≒なさY 

- 

た25い13いド-介諭乾はの近校ラぜを閉ま頂は11い会進そ席さ学の降J=るる年よ周若が 

蓋琵誓壷昌ち衰fL=.7*V忘憂軍票華三雲墓雲等岩等崇琶芸蓋歪重吉蓋卒至芸豊萎冨芸蓋琶惹き蓋讐 

套蓋書芸三宝等;<Ll曇等冨警 き墨等裏書き警重享串孟夏至芸写琵是奈重宝鮒鼎董歪葦 

柵､-.ふぷi謬い-今くすな後な名うし務の方きりしいるいた在た 

-.---.-Ayで.敷㌦.-Jノ.---贈号雲冨喜差警壷冨墓芸蓋冨貢裏芸:L:壷47=i4:0星嘉喜嘉重奏 

iiiii岳､.;_/5-…':岳1､､轟音仁音､転…重義岳､岳〈重義盛衰岳､i一義重義.た…､三岳(/書.I./-∃~､,岳…妄;転ご…､､岳,Lii岳i照闘据蓋墓蔓重 義{鱒済-く姦13へ.翌ぷ 
〉_餐.i,:詩誌～滋表機妻思浦が開ま々会つ0いま事○縦輩だおまおけてつ現 
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えの変八生しの話おときたて涼のた生教先 て勉な年と先激た時ぶ話おたoおしご八〇活頭生今は の学時'し生動oとりをつかそ話く協月ぶ時を回じ...____. --.J....I l..I...- ●■●●●Iヽ 学ン入洋た学 徒を学戦の校 動銃し争はに 員にて未'四 と持も期昭十-…Lyr:.i.: しち本の和八 て替来大十回､.I:..二鳥. 

こ絹苦笑孟宗り､雷等雪至大あきれ芸毒等讐慧芸きき卒票嘉,L=芸警宗窟従量空室等大雅 ■■■■●●●■t l■■●.It ●ノ■■●-■■ ●一一一一一●●■ 

FL>~■､′ 

象し幸とすのにあるて子子わレでム的尊のもうプで十す果に生い書にそり果ノ暇任揮主 
的みせ自る生こなれのい生をざ.スすの~に重自やで遊'二まoも身徒内はなう印とーを世とさ性 

瀞据離謝 
印とてる心こみ'れし女様'トうー面を徒てそンドニで効実はし考期た刷効習間担発 

朋拙舶喜 
で頂生常るとはに思教かをたるい挨み強のも代しりだ長うの問処情導入たを指で思 
しをきに'八お''吸い諭つ信』のこ拶がくであかたに昭教!ので鶴題理報をしが考導学進はい fCo雲至芸董蓋関宮鼎妻 ら 
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一一■L援 護和 美医 緩hJ療一 芸'tLの 票;/覗 医去場 

師院ヽ 
:.:.:;:.:.:) 

国どそなる別た附学たい'に任科のに過挫と'れ私家わ象や外たこ早なアなはンが ⑰ 

診あ0､に科別行筑崎なりら試○れよをい強1指ぬ間つ○要のケのなし断アはこえ痛 
療るち関はにやい波大私-とつ験当ぞう友かにす暗にか性場アがりてさ)緩とるみ 
の平よ々な属分ま大学で'た当時れな人けJLT3に恵けがを病んま行れで和でこを 

- 

あて息感な生る勤和○診門し床療験よ在分第じ若医しの行きだるまを生まなてし吸てのた肺意研 
るみ子｢じんき場務医そ緩療をて能のをう,宅らにて者師た訪くなつこだ労のしん'くがい通oが私義修 
のてさ今るで切所し癖の和所叩私力祝■遇に.なし病いとと○間こがたとまい物たと聞なでまりAんがをの 

溝機器黒雲葦 でそプすてるが別にし もうレねも場自な緩' やいゼ○愛で分こ和現 
た日ト切しりしを棟は院科この合のじてがえと人分うもいをな診に疲の】架けにがにをてではと 
こがしなく'くすに緩やのう臨診経る'日次感のをで私に抱話す'れ人し､し難呼し息し'の 

にるきになしに症し息いかレそ目た今たを開いが息言かげ会いリトもチ車で促たつき育た知たねと 
つで方は最りて'状た子LoにBンの頭○によ-け言苦子いらるににボo売ヨい歩し○いなてそら○]な 

蔓蓋萎豪儀黒猫萎裏書 
【経歴】て-も緩い教来つるか○が時い医ん人分か最治す語どや私たい 

護ggg#fsjiz室堅:,iegi攣!?!撃緋鮮骨董 El木内科学会認定内科医､El本プライマリサア連合学会認定: 家庭医療専門医､日本在宅医学会認定在宅医療専門医､E‖ 
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詔雛肺 
lIT-l■■ 

夢 

サ館供は時8れる柱外富にこ四復サた西一関 

十∴∴∴妻壷≡董 様ン術もー当年さす門や 
こ破害地るな少本旧至文勿活に bLl差讐宗霊Ep?£票管警姦言箸嘗宴背 嚢嘉獅要塞葦毒 い動レ貞さ aot完きき く �&ﾂ�ｧ穐ﾘ柑l��+��ﾉf�ｿ99�=驂xｸﾉ=���)gｸｶ�,�ﾆIxｸ��m9zﾘﾇ位hﾇﾃ｢�ﾙ���ｩ霍ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ���ﾂ�ﾂ���ﾂ�����ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�

き至芸実存_票含芸覧夏晶要望寿賃孟話芸雫旧雷雲孟夏票vT1号讐トミ莞書苧 しれに災て刻○押後何たしでう か以あ害東もしもとoたあと ぶ､ 

夏雲歪酢莞達吉琵冨慧誓琵琶蓋藁崖≡墨蓋蓋至芸雲霞蓋-;葦墨蓋塚…:1幣X, ■酔即拙墓室冨芸を義富男芸 ＼､ゴヤや 夏雲≡蔓重要藁(平成23年8月撮影, 
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現在の旧本館に､自らの現役時代の想いを重ね
あわせ,今なお,熱く語り続ける上木幹夫氏(右
端､旧本館活用委員長､元本校教諭､高4回卒)
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の
重
さ
に
'
私
ど
も
は
'
今
更
な
が
ら

に
'
身
が
引
き
締
ま
る
の
を
覚
え
る
の
だ
｡

第
管
号
(
平
成
2
4
年
4
月
1
0
日
)

支
部
･
同
期
だ
よ
り

筑
波
銀
行
桜
水
会

筑
波
銀
行
桜
水
会
は
'
関
東
つ
く
ば
銀
行
と

茨
城
銀
行
が
合
併
し
筑
波
銀
行
が
誕
生
し
た
年

の
平
成
2
2
年
7
月
に
第
一
回
の
例
会
が
開
催
さ

れ
今
年
で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
o
関
東
つ
く

ば
銀
行
も
平
成
1
5
年
に
関
東
銀
行
と
つ
く
ば
銀

行
が
合
併
し
て
お
り
'
三
つ
の
パ
ワ
-
が
1
つ

に
集
結
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
三
行
と

も
地
方
銀
行
で
す
の
で
'
土
浦
〓
向
の
卒
業
生

が
お
り
'
各
行
を
支
え
て
お
り
ま
し
た
｡
関
東

銀
行
に
お
い
て
は
'
本
店
が
土
浦
市
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
卒
業
生
も
多
く
'
数
十
年
前
か
ら
土

浦
市
内
で
毎
年
'
関
東
銀
行
桜
水
会
と
し
て
例

会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
役
員
を
輩
出
し
地
元
経
済
発
展
の
た
め
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
､
今
年
6
月
に
藤
川

雅
海
氏
が
土
浦
一
高
卒
と
し
ま
し
て
は
初
め
て

当
行
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
ま
す
頭
取
に
就
任
し
ま

し
た
｡
筑
波
銀
行
桜
水
会
と
し
て
も
非
常
に
名

誉
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'

こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
'
筑
波
銀
行
桜
水
会
メ

ン
バ
ー
の
総
力
を
結
集
し
地
元
茨
城
の
た
め
に

責
献
し
た
い
と
い
う
考
え
が
強
く
な
っ
て
参
り

ま
し
た
｡

筑
波
銀
行
と
し
て
は
3
年
目
で
す
が
'
関
東

銀
行
か
ら
通
算
し
6
0
年
目
と
な
る
今
年
'
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
職
場
支
部
と
し
て

仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
o
現
在
の

学
校
長
が
藤
川
頭
取
と
同
窓
の
武
井
秀
一
校
長

で
あ
る
の
も
'
当
会
と
の
ご
縁
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
｡

さ
て
'
今
年
の
例
会
で
す
が
､
武
井
校
長
な

ら
び
に
進
修
同
窓
会
よ
り
青
山
副
会
長
を
土
浦

市
の
霞
月
横
に
お
招
き
し
て
4
0
名
の
出
席
で
賑

や
か
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
｡
現
在
の
学
校
の

状
況
や
進
修
同
窓
会
の
状
況
な
ど
熱
心
に
ご
報

告
い
た
だ
い
た
う
え
に
'
例
会
の
後
の
懇
親
の

席
で
も
い
ろ
い
ろ
な
話
を
各
会
員
と
し
て
い
た

だ
き
'
会
員
一
同
'
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
C

ま
た
'
今
年
も
2
名
の
新
会
員
を
当
会
に
迎
え

て
お
り
ま
す
｡
筑
波
銀
行
で
は
'
震
災
後
'
地

域
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
あ
ゆ
み
』
に
よ

り
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
'
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
高
い
志
を
持
っ
て
筑
波

銀
行
に
入
行
L
t
当
会
の
仲
間
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
す
｡(

事
務
局
　
本
橋
)

小

美

玉

支

部

今
回
'
新
た
に
発
足
し
た
小
美
玉
支
部
で
す
o

私
達
は
今
迄
'
小
川
玉
里
支
部
と
美
野
里
支
部

で
別
々
に
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
｡
町
村
合
併

の
五
年
間
が
過
ぎ
'
進
修
同
窓
会
も
合
併
と
い

う
話
が
出
て
来
ま
し
た
｡
沼
田
新
(
小
川
玉
里
)

支
部
長
と
信
田
正
男
(
美
野
里
)
支
部
長
の
話
し

合
い
で
'
合
同
役
員
会
を
開
催
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
｡
昨
年
(
二
十
三
年
)
十
月
'
十
一
月
と

二
回
の
会
議
で
'
時
期
や
新
役
員
'
規
約
等
を

内
定
し
ま
し
た
｡
当
初
五
月
に
'
合
併
総
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
'
都
合
に
よ
り
'
九

月
八
目
'
小
川
地
区
内
に
お
い
て
'
第
一
回
小

美
玉
支
部
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
.
本
部
よ

り
幡
谷
浩
史
会
長
'
大
曽
根
副
会
長
､
稲
葉
教

頭
先
生
の
三
名
の
方
の
出
席
を
頂
き
'
中
村
克

己
君
の
司
会
の
も
と
で
'
始
ま
り
ま
し
た
o

大
曽
根
副
会
長
の
同
窓
会
活
動
状
況
'
稲
葉

教
頭
の
在
校
生
の
様
子
'
そ
し
て
幡
谷
会
長
は
'

小
川
出
身
で
す
の
で
'
昔
の
町
の
様
子
を
交
え

た
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
o
　
そ
し
て
前
支
部
長
の

沼
田
様
､
信
田
様
よ
り
､
今
迄
の
経
過
説
明
が

あ
り
'
活
発
な
議
事
進
行
の
も
と
に
'
新
役
員
'

支
部
規
約
等
が
承
認
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
｡

そ
の
後
､
懇
談
会
に
入
り
'
す
ぐ
に
会
場
は

和
や
か
に
'
想
い
出
話
等
に
弾
ん
で
い
ま
し
た
｡

話
の
中
で
は
'
多
く
の
同
窓
生
が
'
こ
の
小
美

玉
地
域
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
事
が
わ
か

り
'
心
強
く
感
じ
ま
し
た
｡
又
'
幡
谷
会
長
の

父
で
あ
る
'
幡
谷
仙
三
郎
様
の
百
里
基
地
建
設

で
の
尽
力
や
'
兄
の
幡
谷
祐
一
様
(
元
進
修
同
窓

会
会
長
)
の
茨
城
空
港
開
設
の
功
績
を
語
り
継
が

な
け
れ
ば
と
'
思
い
も
改
に
し
ま
し
た
｡

最
後
に
全
員
で
'
声
高
ら
か
に
校
歌
を
詣
い

あ
げ
散
会
と
な
り
ま
し
た
｡

今
後
よ
り
一
層
の
親
睦
を
図
り
､
母
校
の
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
｡
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に大で''察れのがさ''ンの大ツ3私蓋宝 に生 ツ なこでとなでな行多でにの参終､以い 

当御くの活と面思貴る出短上'り1深つ物舎も人た好るつもで時分で' 
に礼だオかな白話重こ会いが合めいをにのとだき種くのし間か'体 

憑警慧禦蔓:,肇芸濁義芝富bBe警整書妄曇畠票差…圭遠望Z.宝達撃考 ののこも解く頃出解だいきをなはもでは○｡な然の 

醜≠.∴一∴∴十十十…享 科学の甲子園に参加書芸否蓋買芸慧崇蓋誓管誓/闇真書友軍霊芝 

うな子連な書甲界人たせき他結ジがはかラ別だ初んく日うまもいにつのたのと把し ○い園に経き子をがが総たな校果ン､全実なマ館科よめのよ精県ま試てかけクoもはな､ 

淵侶照鵠重要萱 
とえの後意でたいのだをえがしエし予ぎカ館飛よのて'とこ何しだ手課を惰る大 
息の甲輩義は○世友つ残で'いンた選やメとんりほい毎いの度てけを題し報こ雑 

定 時 刺 響 



第69号土浦-高進修同窓会会報平成24年12月1日(土)(10) 

輔蔓描描端 ､名名つ心慮もる献将し配の化浦 至書書… 
す実よれれと係う侮ると先して真す王成実ろのそな面まのと念内かク無がるすににさま争か続 oさりたかこ者な外もし端本よい実る道す験が理れまかすかっの容最oない伝のo｣はがす率'紙 

淵那描重量妻雛淵 
りをら恵○よ高のす｣講でと養あ一番を義と本んがのあな徒的質よミに迫てりまの勤い'い 
ま充'まこる関よoな師のでつる憂の達とこ質､'二りいに概問うツは力あまゝ壁勉き競の 

･Al~L, いがうはをで習が知会たもぐ活みだがいかをすすと思う当の生たそい60味れ部はあ二年 

こまでたらてとりきほだのま悪た泣いたた7げ勝局きてたのいのてひし責種何の位い先カん全県習 
三としも0日しりチにどことよしいoくうら〇mてで県の寝春年初ん分'とた任目庭先まけ輩一〇で大に 

職髄鞘相室雲喜 一 
ベえて勉まるな分やの思たがて運ま会れてまておは､の引なはけたな自ん分個度年るま生アま県か 
ンたい強しかつひはとうのそいがしもといしのか優結といつこな人く分でが人も生6でのンせ大ら 

に多といずういくにし当通陸当よがンチがきわ自後はを人たれ感と現まて終なみえ分順ジ 

ll oZジJltLt 量委喜萱 I 

で二王琵琶票警莞冨豊富/I;霊宝菅L.宝だ警方言L冨要犀芸芝宣告空言と旨を這至急誓造言巨諸 



(ll)平成24年12月1日(土)土浦-高進修同窓会会報第69号 

昨しい系理点. 

をじ越られてにるも格劣国人まにを3役名と 棋描暮雲書棚 変れえしるおはか受者りのつた3出名で台減東7654321 えば'た○り再が験数し公た後名し' 開国は'波度るる徒す字と合で二01文o あなと点比均に点 

-I 

平成2ー4年度入試合格状況 

国公立大学私立大学 
*新卒は内数です 

大学合格者新卒大学合格者新卒大学合格者新卒 

北海道大95神戸大22青山学院大2010 

東北大2115九州大31学習院大168 

山形大21宮崎大11慶応大5221 

茨城大76鹿児島大11国際基督大73 

筑波大3323国際教養大11上智大238 

宇都宮大22福島県立医科大11中央大2710 

群馬大22茨城県立医療大22津田塾大22 

千葉大138首都大東京32東京女子大84 

お茶の水女子大22横浜市立大21日本女子大2012 

電気通信大11静岡県立大11東京理科大7430 

東京大2213大阪市立大1明治大7030 

東京医科歯科11立教大6441 

東京外語大32早稲田大7120 

東京学芸大11国公立大計181115法政大2811 

東京工業大86(うち医学科)147北里大52 

東京農工大33防衛医科大学校2芝浦工大155 
一橋大72国立看護大学校1日本大175 

横浜国立大52防衛大学校11同志社大43 

信州大41航空保安大学校11立命館大4 

浜松医科大11大学校計52その他1174 

名古屋大42私立大計644274 

京都大6合格者総数830391 

大阪大63 



第69号土浦-高進修同窓会会報平成24年12月1日(土)(12) 

平成23年度進修同窓会決算書平成24年度進修同窓会予算書 
収入総額12,406,002円也収入総額14,488,000円 

支出総額9,528,129円也支出総額14,488,000円 

【収入】差引残高2,877,873円也(平成2坤度-繰越)単位:円【収入】差引残高0円単位:円 

項目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�比較増減(△) 儖Xﾖﾂ�項目予算額翌夏芸比較増減(△,備考 1繰越金2,877,8731,360,0291,517,844前年度繰越金 2終身会費60,0∝I60,0000 3年会費8,000,0008,0〔札0000 4入会金1,750,0001J750,00003X52,BJ;eh320.k30) 5#^&1,800,00001,800,000 6雑収入127971△844預金利息 合計l4,488,00011,171,0003,317,000 【支出】 項目予綿雪芸芸比較増減(△,備考 

1 估ｨ葎ｾ��1,360,029 ��ﾃ3c�ﾃ�#��0 ����7案ｨ葎ｾ��

2 做��x檠N��60,000 �3�2ﾃ����243,000 悼kﾂ�

3 僖陞���8,COO,000 唐ﾃcsrﾃ����677,000 �"ﾃcSykﾂ�

4 �?ﾈ檍ｾ��1,750,000 ��ﾃs3�ﾃ����△20,000 ��h檍醜ﾇc3Cikﾈ�絣ﾃ���冷�

5 估ｩ?ﾈｾ��0 ���0 ��

6 弍�WHｾ��0 �33Rﾃ��b�335,806 �ｨｴﾈ,ﾈ,h*�.��

7 倅x�?ﾂ�971 ��cr�△804 况�ｾ�y��r�

合計 冤l,171,000 ��"ﾃC�bﾃ��"�1,235,002 ��

ご寄付者名 剄�38回高理l5回一高32回高理9回.中40回.定11回卒業生ご-同様 

【支出】(残額棚の△は決算額が予算額を超過していることを示すo) 

項目 剽¥算額 佇亥ｨｧ｢�残額 儖Xﾖﾂ�

1 ��ﾘ檠^(��1,100,000 �3CRﾃc3��754,361 ��ﾘ檍��{ⅸ檍�ｩ�ﾘ�99��

2 ���Jﾘﾗ9N��3,400,000 �2ﾃ#CBﾃc�R�155,395 ����8ﾟﾊIJﾙ�r�1総会補助1,200,0001,loo,000100,000資料､会場設営等 

3 �,ｩ�ﾙN��100,000 都bﾃc���23,400 ��稲な,ﾘ*ｨ*ｲ�2会報発行費3,400,0003,400,0000会報印刷,送料 

4 ��(ｼhｴﾉD�儂��250,000 �#�津3���40,700 ��(ｼh�飲�7ｨ8ｸ5��ｲ�3通信費100,000100,0000切手､はがき等 

5 ��(ｼh�D雍ﾉD�儂��400,000 滴�倅C����0 ��(ｼh�D雍ﾉD����r�4卒業記念品費250,000250,0000卒業証書用ホルダー 

6 ��9N��180,000 田rﾃsCb�112,254 冩�醜橙ﾉUﾘｶ8醜檍ﾇ儂��服悪霊妄500,000400,000100,000卒業周年記念品 6会議費200,000180,CK)020,000役員会,評議員会等経費 7支部連絡費300,000260,00040,000支部会補助 8生徒奨励費1,500,0001,500,0000生徒会補臥進路指導助成 

7 倡浦I��xﾙN��260,000 ��N竰ﾃ����70,000 倡浦H檠^(��

8 ��i6ｸ偰~9N��1,500,000 ��ﾃ#�津����291,000 ��i6ｸ檠^(���

9 ��i6ｸｨ�:饋(�N��900,000 塔唐ﾃsS��1,241 丿YYHｨ�:駢�w�V��

10 兔ｩ7)��xｾ��0 ���0 ��9生徒活動補助費1,700,000900,000800,000部活動補助 

ll 佝9*)N��50,由6F ��ｴ､cS�ﾃ����A1,000 ��h截�10別途積立金000 

12 倬ik�ｼyN��900,000 涛�rﾃ#�"�△17,292 帝WY9h�(詹9bﾉu云i�Y�h詹�I{�9��11慶弔費1CK),00050,00050,000 

13 从ﾉgｸｭ乖駅�馼ｼiN��1,200,000 ��ﾃ��づ�モ�81,812 �����駟Niw�V冑��12事務局費1,000,000900,000100,000担当者手当.郵便振替手数料等 

14 丶8､�H�9{yN��800,000 塔��ﾃ�鵜2�0 ��i6ｸ､8､�H�8初zi{yN��13旧本館活用事業費710,0001,200,000△49),000別添内訳のとおり 

15 ��i6ｸｨ�:鞐ﾘ.運(�N��0 ���0 ��l4海外研修旅費1,000,000800,000200,000生徒海外研修引率旅費 

16 冰ﾉOYN��131,000 ���131,000 ��l5生徒活動特別補助費1,800,00001,800,000防犯カメラ設置費 

合計 冤l,171,000 湯ﾃS#づ�#��1,642,871 ��16旧本館改修促進費500,000050,000改修促進事業.県外視察旅費 17予備費228,000131,00097,000 %計14,488,00011,l71,0003,317,000 

上記のとおり決算しました○ 

平成24年3月31日 

茨城県立土浦第一高等学校進-忽会会長幡谷浩史上記のとおり軽かたします※項目間の流用を認める. 

監査の結果上記のとおり相違ないことを認めます○監事熊木士郎印平成24年4月8El 

平成24年3月31日監事田嶋栄吉印茨城県立土浦第-高等学校進修同窓会会長幡谷津史 
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